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ミャンマーとの確認書に調印▼

▲授業改善について議論する学生たち

祝賀会に駆けつけた森田学長（左から2人目）▲
らとともに（写真提供　朝日新聞社）

TOP!CS2Okayama University
▲ 協定書に調印し握手を
交わす森田学長（右から
3人目）ら六大学学長

朝日賞を受賞し記念の銅像を掲げる沈教授（写真提供　朝日新聞社）

▲受賞記念スピーチを行う沈教授

光合成研究で
世界に誇る成果

沈建仁教授が朝日賞受賞

岡
山
大
学
大
学

院
自
然
科
学
研
究

科
（
理
）
の
沈
建

仁
教
授
が
、「
光

合
成
に
お
け
る
水

分
解
・
酸
素
発
生
の

分
子
機
構
の
解
明
」
と

い
う
功
績
を
挙
げ
た
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
、
２
０
１
２
年
度
朝

日
賞
に
選
ば
れ
た
。

朝
日
賞
は
公
益
財
団
法
人
朝
日

新
聞
文
化
財
団
が
１
９
２
９
年
に
創

設
。
学
術
・
芸
術
な
ど
の
分
野
で
傑

出
し
た
業
績
を
挙
げ
、
わ
が
国
の
文

化
、
社
会
の
発
展
、
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
個
人
ま
た
は
団
体
に

贈
ら
れ
て
お
り
、
過
去
の
受
賞
者
に

は
後
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
や
文
化
勲
章
の

受
賞
者
も
多
く
輩
出
し
て
い
る
。

沈
教
授
は
長
年
に
わ
た
り
光
合

成
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
解
析
の
研
究

を
続
け
て
お
り
、
２
０
１
１
年
に
は

日
本
が
世
界
に
誇
る
大
型
放
射
光
施

設SPring-8

を
利
用
し
、
光
合
成

に
お
い
て
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
酸
素
を
発
生
さ
せ
る
反
応
機
構
を

解
明
。
こ
の
研
究
成
果
は
世
界
に
大

き
な
衝
撃
を
与
え
、
ア
メ
リ
カ
の
国

際
科
学
雑
誌Science

の
そ
の
年
に

得
ら
れ
た
画
期
的
な
10
の
科
学
成

果
「Breakthrough of the Y

ear 
2011

」
に
も
選
出
さ
れ
る
快
挙
を
成

し
遂
げ
た
。

１
月
31
日
に
東
京

都
内
で
行
わ
れ
た
贈

呈
式
に
は
、
と
も
に

朝
日
賞
を
受
賞
し
た

共
同
研
究
者
の
神
谷

信
夫
・
大
阪
市
立
大
学
教

授
も
出
席
。
沈
教
授
ら
は
木
村

伊
量
・
朝
日
新
聞
社
代
表
取
締
役
社

長
か
ら
目
録
と
記
念
の
銅
像
を
贈
ら

れ
た
。
受
賞
記
念
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ

た
沈
教
授
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
苦

労
や
面
白
さ
、
家
族
や
周
囲
の
人
た

ち
の
支
え
に
感
謝
を
述
べ
、
さ
ら
な

る
研
究
の
推
進
を
図
り
た
い
と
今
後

の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。
ま
た
贈
呈

式
後
の
祝
賀
会
で
は
、
お
祝
い
に
駆

け
つ
け
た
森
田
潔
学
長
、
許
南
浩
企

画
・
総
務
担
当
理
事
、
山
本
進
一
研

究
担
当
理
事
ら
と
と
も
に
受
賞
の
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

千
葉
大
学
、
新
潟
大
学
、
金
沢
大

学
、
長
崎
大
学
、
熊
本
大
学
及
び
岡

山
大
学
の
国
立
六
大
学
は
３
月
６

日
、
六
大
学
の
特
色
を
生
か
し
た
連

携
を
通
じ
て
教
育
・
学
術
研
究
を
機

能
強
化
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

推
進
や
学
術
研
究
の
高
度
化
を
図
る

た
め
、
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。
こ
の
よ
う
な
広
域
に
ま
た
が
る

複
数
大
学
で
の
連
携
協
定
は
国
立
大

学
初
と
な
る
。

六
大
学
は
い
ず
れ
も
旧
制
医
科
大

学
な
ど
旧
制
学
校
を
引
き
継
い
だ
新

制
大
学
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
緩
や

か
な
連
携
関
係
を
続
け
て
き
た
。
本

協
定
で
は
包
括
的
か
つ
強
固
な
連
携

へ
と
深
化
さ
せ
る
た
め
、
国
立
六
大

学
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
織
し

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
共
同
構
築
な
ど

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

る
。
ま
た
海
外
の
有
力
大
学
連
合
と

の
交
流
な
ど
国
際
的
活
動
の
連
携
推

進
に
向
け
、
国
立
六
大
学
国
際
連
携

機
構
の
設
置
準
備
も
進
め
て
い
る
。

東
京
都
内
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に

は
、
森
田
潔
・
岡
山
大
学
学
長
を
は

じ
め
六
大
学
学
長
ら
関
係
者
が
出

席
。
幹
事
大
学
で
あ
る
金
沢
大
の
中

村
信
一
学
長
が
連
携
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
成
果
に
対
し
強
い
期
待
を
表
明

し
、
六
大
学
学
長
が
協
定
書
に
調
印

し
固
い
握
手
を
交
わ
し
た
。
続
い
て

岡
山
大
学
の
森
田
学
長
が
協
定
の
趣

旨
を
説
明
し
、
同
大
の
荒
木
勝
社
会

貢
献
・
国
際
担
当
理
事
が
国
際
連
携

機
構
の
趣
旨
説
明
も
行
っ
た
。

ま
た
調
印
式
に
先
が
け
て
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
コ
ー
・
コ
ー
・
ウ
ー
科
学

技
術
大
臣
と
の
懇
談
・
意
見
交
換
も

行
わ
れ
、
科
学
技
術
分
野
に
お
け
る

六
大
学
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
協
力
強

化
に
つ
い
て
確
認
書
が
交
わ
さ
れ

た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
交
流
は
、
長

崎
大
学
を
中
心
に
工
学
系
高
等
教
育

の
人
材
育
成
支
援
に
つ
い
て
検
討
が

行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
、
今
後
六
大

学
の
国
際
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

岡
山
大
学
学
生
・
教
職
員
教
育

改
善
専
門
委
員
会
は
３
月
５
、６
日

の
２
日
間
、
大
学
教
育
の
改
善
に

つ
い
て
学
生
目
線
で
学
び
、
考
え
、

行
動
す
る
「
学
生
F
D
サ
ミ
ッ
ト

２
０
１
３
春
」
を
同
大
津
島
地
区
で

開
催
し
た
。
全
国
40
大
学
か
ら
学
生

や
教
員
ら
約
３
０
０
人
が
集
ま
り
、

よ
り
よ
い
大
学
教
育
の
形
を
求
め
て

熱
い
議
論
を
交
わ
し
た
。

F
D
と
は
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
・

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
の
略
。
教
育

力
を
高
め
る
た
め
、
文
科
省
に
よ
っ

て
大
学
の
F
D
は
義
務
化
さ
れ
て

お
り
、
全
国
の
大
学
で
授
業
評
価
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
同
大
で
は
２
０
０
１
年
度
か
ら

学
生
を
F
D
に
参
画
さ
せ
て
お
り
、

全
国
で
も
先
進
的
な
モ
デ
ル
大
学
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
テ
ー
マ
は
「
考

動
せ
よ
！
学
生
F
D
」。
初
日
は「
岡

山
白
熱
教
室
」
と
題
し
、
参
加
者
全

員
で
議
論
を
展
開
。「
授
業
を
し
な

い
教
員
を
認
め
る
か
」「
大
学
教
員

に
免
許
は
必
要
か
」「
授
業
の
出
席

点
や
宿
題
は
必
要
か
」
な
ど
の
議
論

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
白
熱
し
た
意
見
を
戦
わ
せ

た
。
２
日
目
は
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
「
し
ゃ
べ
り
場
」
を
開
催
。「
学

生
F
D
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
、

何
が
で
き
る
か
」
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
最
終
的
に
具
体
的
な
行
動
計
画

ま
で
立
案
し
た
。

国立六大学の連携強化へ
包括協定を締結

授業改善へ議論白熱
学生 FDサミット開催

　　  財務・施設担当理事　事務局長
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The Message from Executive Director

新理事紹介
　

だ
れ
も
が
岡
山
大
学
で
学
び
た
い
、

岡
山
大
学
で
働
き
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
、
キ
ャ
ン
パ
ス
や
職
場
の
環
境
整
備

を
進
め
た
い
。
そ
の
た
め
に
、『
美
し
い

学
都
・
岡
山
大
学
』
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

を
踏
ま
え
た
教
職
員
・
学
生
が
一
体
感

を
持
っ
て
取
り
組
む
行
動
計
画
や
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
企
画
が
必
要
。
具
体
的
に
見

え
る
提
案
を
し
な
が
ら
、
共
通
理
解
と

合
意
形
成
に
努
め
た
い
。

か
ど
お
か
・
ひ
ろ
か
ず

九
州
大
学
職
員
、
文
部
科
学
省
大
臣
官
房

総
務
課
課
長
補
佐
、
文
科
省
研
究
振
興
局

振
興
企
画
課
学
術
企
画
室
長
な
ど
を
歴

任
。
熊
本
県
出
身
。

門
岡　

裕
一

北尾善信理事の辞任に伴い、2013 年
1 月 1 日付で、門岡裕一氏（前文化
庁文化部芸術文化課文化活動振興室
長）が財務・施設担当理事、事務局
長に就任した。


